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１．授業の基本情報・概要 

本授業の目的は、社会学理論の基礎を学習

し、近代社会の成り立ちについて理解するこ

と、次に、近代社会が内包する積極的側面と

消極的側面について、現在の社会問題とかか

わらせて考えることである。 

本授業の到達目標は、現代社会の在り方が、

近代化の過程で生ずるさまざまな社会変化に

よって形成されてきたことを理解すること、

そして社会変化とは、具体的にどのような現

象であったのか理解し、現代社会の諸問題と

結び付けて議論することができることとして

設定した。 

3 回生以上を対象とする社会学Ⅱは、2 回

生以上を対象とする社会学Ⅰを履修したのち

に履修する。社会学Ⅱの合格者は、4 回生以

上を対象とする社会学Ⅲの履修ができる。 

2015 年度の本授業は、履修者数 20 名であ

った。内訳は社会科教育専修、人間社会デザ

インコース、の学生である。授業開始時に出

席を確認し、授業終了 10 分前をめどにコメン

トペーパーを配布して、受講生の理解度を把

握することに努めた。これにより、遅刻者の

チェックも厳密に行うことができた。毎回の

出席率は約 90 パーセント～65 パーセントで

あった。授業スケジュール中、１コマ分で中

間ふりかえりのグループワークを行い、1 コ

マ分で全体主義に関する視聴覚教材の視聴と

解説を行った。授業中、適時、参考すべき文

献および視聴覚教材、web ページを紹介した。

文献の貸し出しを希望する学生については、

貸し出しを行い、時間外学習の促進を心掛け

た。 

2. 授業評価・授業研究の内容 

 授業評価について、自由記述方法で学生に

授業に対する意見やコメントを書くように

A5 の様式(記名式)を配布した。第 8 回目の授

業時に実施した授業評価の一部分を以下列記

する。 

○マクドナルド化が引き起こす大学教育や、

社会的分業論、社会における善と悪など、い

ろいろなキーワードについて有意義な勉強が

できた。 

○私は、法律やルールがどのような規準で決

められているのかということについて疑問を

感じた。何を持ってそれが良いとなり、悪い

となるのか。私は単純に、自分がやられて嫌

だと思うことはきっと他人が嫌と感じると思

うから、それをやってはいけないんだろうと

思った。でも、きっと、こんな単純な理由で

はなく、もっと複雑であるとともに、そこに

また権力者という存在が出てくると、全くも

ってわからなくなって来た。 

○犯罪、善悪について話し合ってみると、人

によってセーフ、アウトのラインの位置、妥

協点の位置が違っており、不思議な感覚にな

りました。一言に社会規範といっても、プラ

スの面もマイナスの面もあり、プラスとして

は多くの人の安心、安全、快適さを守るとい

う側面があり、マイナスとしては、現在の社

会階層からして、社会からの排除、復帰が困

難という側面があるのではないかと思います。 

３．「授業時間外学習の促進」について 

 先述したとおり、授業中、適時参考文献等

の紹介を行った結果、2 名の学生が研究室図

書の貸し出しを希望したので、当該図書を貸

し出した。貸し出しを行う際、メールのやり

とりを行い、図書の読解ポイントを提示した。

視聴覚教材については、第二次世界大戦中の

プロパガンダ作品や専門書を紹介した。3 名

の学生が Web で視聴することができる作品を

視聴した旨、報告を受けた。 

 成績評価は期末試験の結果に重点を置いて

行った。キーワードをレジュメで復習し、web

検索を徹底することにより、完全回答できる

内容であった。成績は秀 50%優 30%良 0 可 10%

不可 10%で分布しており、時間外学習の有無

があらわれたように思う。 

４．総括 

 文献等の活字資料の重要な部分を印刷し配

布する等、引き続き「読む力」を育む工夫に

努めたいと思う。 


